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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月20日(2015.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局と関連し且つ一時ブロックフローＩＤによって識別される一時ブロックフローと
各々が関連する１つ以上のＲＬＣ／ＭＡＣブロックによって基地局システムとの間でデー
タを交換する１つ以上の移動局を含む無線ネットワークにおいて一時ブロックフローを解
決する方法であって、
　ＲＬＣ／ＭＡＣヘッダ及びＲＬＣデータブロックを含むＲＬＣ／ＭＡＣブロックを受信
するステップ（３１）と、
　前記ＲＬＣ／ＭＡＣヘッダ中の第１の一時フローＩＤ群から第１の一時フローＩＤを検
索するステップ（３２）と、
　前記第１の一時フローＩＤを、割り当てられた一時フローＩＤと比較するステップ（３
３）と、
　送信中のダウンリンクＲＬＣ／ＭＡＣブロックの拡張一時フローＩＤフィールドを検索
する前記移動局の能力を判定するステップ（３４）と、
　前記第１の一時フローＩＤが、前記割り当てられた一時フローＩＤと一致し、且つ関連
移動局に対して包括的一時フローＩＤを表す場合、前記ＲＬＣ／ＭＡＣブロックのペイロ
ードを復号するステップ（３７）と、
　前記第１の一時フローＩＤが、前記割り当てられた一時フローＩＤと一致し、且つ拡張
一時フローＩＤに対するコードポイントとして識別された場合、前記ＲＬＣデータブロッ
クの少なくとも所定のフィールドを復号し且つ第２の一時フローＩＤ群から拡張一時フロ
ーＩＤを検索するステップ（３５）と、
　前記拡張一時フローＩＤを、割り当てられた拡張一時フローＩＤと比較するステップ（
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３６）と、
　前記拡張一時フローＩＤが、前記割り当てられた拡張一時フローＩＤと一致する場合、
前記ＲＬＣデータブロックのペイロードを復号するステップ（３７）と、
　前記第１の一時フローＩＤが、前記割り当てられた一時フローＩＤと一致しないか又は
前記拡張一時フローＩＤが前記割り当てられた拡張一時フローＩＤと一致しない場合、前
記ＲＬＣ／ＭＡＣブロックを無視するステップ（３８）と、
　新たなＲＬＣ／ＭＡＣブロックを受信し且つ前記ＲＬＣ／ＭＡＣブロックに対して上記
のステップを繰り返すステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＲＬＣ／ＭＡＣヘッダ中のＰＡＮ標識からＰＡＮフィールドの優勢度を判定するス
テップ（４１）と、
　前記ＰＡＮ標識がセットされている場合、前記一時フローＩＤによって前記ＲＬＣ／Ｍ
ＡＣ ＰＡＮフィールドを復号するステップ（４２）と、
　前記ＰＡＮフィールドが正しく復号されたか否かを判定するためにＣＲＣビットを評価
するステップ（４３）と、
　正しい復号であると判定された場合、前記ＲＬＣ／ＭＡＣ ＰＡＮフィールドを読み取
り、前記ＲＬＣ／ＭＡＣ ＰＡＮフィールドに含まれる情報を関連一時ブロックフローに
適用する（４４）が、そうでない場合は前記ＰＡＮフィールドから復号された情報を無視
するステップ（４５）と
を更に含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記方法は移動ネットワークの中の移動局（１２０）により実行されることを特徴とす
る請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　前記方法は移動通信網の中の基地局サブシステム（１１０）により実行されることを特
徴とする請求項１又は２記載の方法。
【請求項５】
　前記関連移動局は、前記関連移動局が拡張一時フローＩＤを認識する能力を基地局サブ
システムに報知することを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項６】
　前記移動局は、前記移動局が受信したＲＬＣ／ＭＡＣブロックを拡張一時フローＩＤに
よって一時ブロックフローと関連付ける能力を前記基地局サブシステムに報知することを
特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項７】
　符号化前に前記拡張一時フローＩＤに追加される１つ以上のＣＲＣビットを含めること
により、前記ＲＬＣデータブロック中の拡張一時フローＩＤフィールドの誤検出は防止さ
れることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　拡張一時フローＩＤフィールドは、前記一時ブロックフローと関連するすべてのＲＬＣ
データブロックに含まれることを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項９】
　前記拡張一時フローＩＤフィールドは、前記ＲＬＣデータブロック中の１つ以上の事前
定義済み位置に配置されることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ＲＬＣデータブロック中の拡張一時フローＩＤに対するエラー訂正性能は、前記Ｒ
ＬＣ／ＭＡＣ中の前記一時フローＩＤのエラー訂正性能と一致することを特徴とする請求
項１から９のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項１１】
　ＰＡＮフィールドに拡張一時フローＩＤ情報が含まれることを特徴とする請求項１から
１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　共通ペイロードサイズを有する変調符号化方式に対する拡張一時フローＩＤフィールド
は共通サイズで構成されることを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１３】
　移動通信網で使用するための移動局（１２０）であって、
　アンテナユニット（６１０）と、無線通信チャネルを介して信号を送受信する送受信機
ユニット（６２０）と、前記無線通信チャネルを介して送信すべきデータパケットを生成
する処理回路（６３０）とを備え、前記処理回路は、ＲＬＣ／ＭＡＣブロックのヘッダ中
の一時フローＩＤを復号し、前記ＲＬＣ／ＭＡＣブロックのヘッダ中の前記一時フローＩ
Ｄにより指示される拡張一時フローＩＤが存在するか否かを判定し、ＲＬＣデータブロッ
ク中の所定のフィールドから前記拡張一時フローＩＤを復号し、前記拡張一時フローＩＤ
を、割り当てられた拡張一時フローＩＤとマッチングし、復号された前記拡張一時フロー
ＩＤが割り当てられた一時フローＩＤと一致する場合に前記ＲＬＣ／ＭＡＣブロック中の
ペイロードを復号するように構成されることを特徴とする移動局。
【請求項１４】
　拡張一時フローＩＤフィールドを復号する能力を報知可能であることを特徴とする請求
項１３記載の移動局。
【請求項１５】
　基地局サブシステム（１１０）であって、
　アンテナユニット（５１０）と、無線通信チャネルを介して信号を送受信する送受信機
ユニット（５２０）と、移動局からデータパケットを受信する処理回路（５３０）とを備
え、前記処理回路は、ＲＬＣデータブロックの所定のフィールドで符号化されている拡張
一時フローＩＤを前記移動局が認識可能であるという情報を前記移動局から受信するよう
に構成されることを特徴とする基地局サブシステム。
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